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目 年 間
最 大E11111 減 額 ！
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孫の顔が　　　　　　子 育て ・高 齢者等 世帯 と支援 する 親 族の世帯 の双 方が　　　 忙しいときに

いっでも見られるしヽ 　 同一 団地 、隣接 する団地 、概 ね半 径２キロ 圏 内の団地　　　 子供の面倒を

て 尹　6ｽ ず 雷 雲 禦 言 こ ぎ(･n　　　　　　　　　　口 器

新しくご 入居い た だく 世 帯の家 賃を　　　　　　　. ｀1●1･|¶ 万77

jy

y　　 さ らに、収入

口 にｺ: ご ぬ

額し まォ 目　 ３ 

Ｊ §

ﾄﾞ'　　　　　　　　　　　
ｉ　　　

゛' ｊ　
ｆ　 ‘ ２ ‾'ＳＩ　　　　　　　　　

，ｇｉ ．　

｀

世､１．　　　　★高齢者(満60歳以上の方)がいる世帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　★子育て･高齢者等世帯を支援する。 要件　
★子ども(同居する18歳未満の子､妊娠中を含む)がいる世帯　　　　　　　　　　直系血族又は現に扶養義務を負つ

★障がい者(4級以上の身体障がい又は重度の知的障がい等のある方)がいる世帯　　　ている3親等内の親族がいる世帯

ﾛﾘ
Ξ Ξ 光 圧　　

ぷr 禦 認

り ｺﾞ 昌 総 雪 ぶ 謳 訟 ぶ1 回近居状況を確認し､近居が成立していない場合には､減額を終了します。

ｉ　　　　 平成28 年２月25 日以降の「近居割」ご契約者の皆さまへ
－
へ

世帯要件の変更または近居の相手となる世帯の転居等があった場合は．直ちに最寄りの

管理サービス事務所または住まいセンター等にお知らせください。

家賃減額の要件を満たしていないにもかかわらず、家賃減額を受けていたことが判明し　　4

以s4
・1

た場合、本来家賃と既にお支払いいただいた減額後家賃との間に生じた不足家賃を、UR　　　 眼i ，S 略

取

都市機構の定める期日までにお支払いいただくことになりますので、ご注意ください。　　　　I　　 ‾　　　　　j‥ フ こ

|Ｉ

テ|ナ|ン ト

団 廸 の お 店

ＵＲ

テナントの

6 大メリット

引轟J

団地にお住まいのみなさまのために、団地内にお店をご用意してい

ます(一部団地5. スーパーマーケット、お肉屋さん、魚屋さん、パン

屋さん、喫茶店、美容院などなど…。いちぱん身近にある団地のお店。

まだ入ったことのない店卸 こも一度入ってみてはいかがでしょうか？

回

団地でお店を開きたい人を募集していますUR がお店をお貸しします！

○ 権利金・礼金・手数料・更新料不要 資金負担を抑え、開業をサポートします｡※敷金(賃貸料の６か月分)が

必要です。

＠ 保証人不要 ｕR の申込み資格を有していれば、保証人はいりません。

＠ 開業前３か月間、賃貸料無料 開業前の３か月間は、すぺての店舗が賃貸料無料です｡※最大３か月間

ｅ 抜群の集客力　立地は団地の中心部。団地に暮らすたくさんの人々がお客さまです。

＠ 子育てぢll 、高齢者ｉ 摺`施設の賃貸料減額 通常の店舗賃貸料より減額します。

＠ ６か月間賃貸料無料のチャレンジスペース　新たに開業される方なら、開業から６か月間無料で施設を使用でき

るチャレンジスペースをご利用いただけます(一部団地)。開業前の準備期間(最大3 か月)とあわせて、最大９か月

間の賃貸料が無料になります。

● 詳しい制度・物件紹介はウェブ サイトから ●･http:// ｗｗｗ.ｕr･ｎｅt･go･jp/t ｅｎａｎt/ Lり阿 才ン.りヽ
……L!

き』 め
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知つていますか？見守りサービス
見守りサービス【よ、コールセンター（ＵＲ都市仮構パートナー筝薬者：立山科学工薬 価））が住宅内に設置する安否センサーからの安否通報

を受信したときに。お客様に電話瘤翌し、必要に応じて緊急連鱈先に電話連絡を行うサービスです。

畔しく は住まいセンター等でＳｉｆtlする「見守り サービス利用規程」をご覧ください。

ﾏ 「

W

'` Ｗ ゛｢

li ・ 慢 月額900 円(税釦
・初罰費用(事務手数 料・・Ix 設 置代)として６.590F11 雅雄】が甕 途ｓIIです。

・約３年に｜回の電池 交換がｓ 娶となり.ll 途料金が必。ｅsI。(２４００円( 瀦綸5/３台)

コールセンターは、緊急連絡先に電話により連絡を行い､ お客様の

状況をお伝えし､ 対応を依頼します。

（

℡
ら

ゆ ●

○ 私も子供にち、 安心してそれぞれの自由な生活ができｉ ようにしたく申込みました。（東京・女性）

○週2 日、 ヘルパ一さんやデイサービスを利用しているが、 見守りサービスは月額料金 七安く 、 安心を確保する為。

申込みまし友。（東京・女性）

○ 月額料金が安く安心 感があり、 元 気なうちに申込みました。（東京 一男性）

○ 息子が､ 見守りサービスに入るよう勧めてくれました。ごれ？雄 れていて=む安心と私=lj息子・ 満足です｡（関西･ 男性）

○ 普段 通りの生活で。何の煩 わしさもなく、 とて=5静 かで優しい見守りです。（九州 一女性）

○ 急な筝故に備え、 親族 ・近 隣の方【ご迷惑をかけﾌ12くないので申込 みました。（ 男女複数者）

･ 腎111四?qi-1

東 京
東京東住まいセンター　n03,5600･08 訓 北多厚住まいセンター　　 き042-521-1341 東京北住まいセンター　　 む03-5954-4611

南多摩住まいセンター　S042-373,1711 東京匍住まいセンター　　 昔03,5427,59 印 城北住まいセンター　　　a03-3842-4611

干 葉 干葉住まいセンター　　f1043･270･5151 干葉西住まいセンター　　n047･474･1191 松戸住まいセンター　　　 き04ｱｰ368･3800

神奈川 横浜住まいセンター　　S045-312-1131 神奈川西住まいセンター　 魯0466,26-3110 横浜南住まいセンター　　 酋045-835-0061

埼 玉 東埼玉住まいセンター　 台048-941-5311 浦和住まいセンター　　　 酋048,711-7150 西埼玉住宅管理センター　 酋049-263-2111

中 部 名古屋住まいセンター　S052,332,6711 大曽根住まいセンター　　S052-723,1711

関 西

干里住まいセンター　　 酋06･6871-0515 大阪住まいセンター　　　 昔06,6968,4455 泉北住まいセンター　　　 さ072-297-5444

兵庫住まいセンター　　n078,242,2791 京都住まいセンター　　　f1075,256,3663 奈良住まいセンター　　　f10742-71-2401

阪神住まいセンター　　a06,64194522

九 州 福岡住まいセンター　　n092-433,8123 北九州住まいセンター　　f1093,561-3134

○ 営 業 時 間 ／月 曜 日 ～ 土 曜 日 （9:15 ～17:40 ） ○ 休 業 日 ／ 日 曜 日 、 祝 日 、12 月29 日 か ら 翌 年1 月３日 ま で

ｉ 見守りサービスは､ お 響様の 救助や救命を 杓束するものではありません。

眼見９りサービ スは、ＵＲ賃貸住宅の借主の方ならどなたでもお申込みできます。（一泌､ サービスを提供できない住ｌ がありますのでご了承く ださい｡ ）

大きな地震の後に「津波が来るから逃げて！」と聞いたとき、

皆さんは率先して逃げること ができま すか？「きっと 大丈

夫！」。そう考えることはありませんか？ 地震や津波に備えて

私たちはどのような心構えをしておけばよいのでしょうか？

皆さんも、地域の訓練に積極的に参加しましょう。

内閣府でも１１月５日の「津波防災の日」を中心とした取り組

みをすすめています。

参 考URL ＜http:// ｗｗｗ.bo ｕsai.g ｏ.jp/jishin/ts ｕｎａｍｉ/tsｕｎａｍｉｂｏｕsai/ts ｕｎａｍｉｂｏｕsaiday.html ＞

jl閣 府,か,5,のお 知,5,墟， 1,1｡月｡5｡日,は ，｡｡津 波 防,災,の,旦
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日頃の意識と対策で火災を防ごう1
● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●● ●
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11月9 ～15 日は秋の全国火災予防運動週間です。

空気が乾燥し火災が起きやすくなるこの季節｡改めて身の周りの防火対策を見直しましょう。

出火原因はコン〔〕やたばこの不始末など身近なところにある場合がほとんど､調理中

にその堀を離れる時は､必ず火を消しましょう｡コンロ周辺に燃えやすいものを置かず、

使用後は元栓を閉めると安心です。

たばこは必ず灰皿のある場所で､吸い終わつたら確央に火が消えたのを確認してくだ

さい｡寝たばこやくわえたばこは厳禁です。

また子どもの火遊びや､ストーブに火を点けたままの給油や移動による出火にも注愈

してください。

火災を発見したら､ まず大声で｢ 家事だ!｣と近所に知らせ､すぐ119 番通報します｡自

宅で天ぷら鍋やストーブから火が出た時は､布団類やマットで覆って空気を遮断してく

ださい､ 電気が出火元ならブレーカーを切り､ガスなら元栓を閉めます｡消化器を使う場

合は｡落ち着いて火元に向かって唄射しましょう。

また､避雛|崎には姿勢を低くし､タオルや衣服を口に当て､できるだけ煙を吸わないよ

うにしてください｡エレベーターでなく､階段を利用しましよｔ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

火災時には､バルコニーの間仕切り板を打ち破って隣に避難することがあります｡板

の前や避難ハシゴの収納場所付近には､絶対に物を置かないでください｡バルコニーに

置かれた灯油や冬用タイヤが引火し､階上に被害が及んだケースもあります。

回地内での路上駐車は､消防車や救急車など緊急車両の通行を妨げるため絶対にや

めましょう｡ご自身や近隣の方々の安全な生活を守るためにも､ バルコニーや駐車場を

正し< 利用し､日頃から避難経路の確保に努めてください、

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

喫煙や会話は近隣への配慮をお忘れなく
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パルコニーでの一服や大声での語らいは､当事者にとって息抜きでもご近所には迷惑かも…。

家族だけでなく周囲への気配りを心がけましょう。

バルコニーでの喫煙は､周辺の住宅内にタバコの煙が入ったり､洗濯物にニオイかつ

くなどの迷惑行為につながります｡灰や吸い殼の後始末を確実に行うのはもちろん､夕

バコを吸う時には家族だけでなく近隣への心配りが必要です。

また､お隣や階下には予想以上に音が響きやすいもの｡テレビやステレオの音量や、

バルコニーでの会話にもご注意ください｡ 近隣同士 が気持ちよく暮らすためにも､一定

のルールとマナーを守りましょう。
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支払い期日が25日の方‥･10月25日(火)に引き落

としとなりますので10月24日C月)までに

支払い期日が末日の方‥･10j131日(月)に引き落

としとなりますので10月28日(金)までに

月
１１ 日　月　火
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○ は口座振替日
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支払い期日が25 日の方･･･11 月25 日(金)に引き落

としとなりますので11 月24 日(木)までに

支払い期日が末日の方･･･11 月30 日{水μこ引き落

としとなりますので11 月29 日(火)までに

口座残高・人金の確認を

お忘れなく!

家 賃 等 の 振 替 日 は カ レン ダ ー の 通 りで す。

前 日ま で に 入 金 を お 願 い しま す，

泳口座振替日は｢毎月25 日｣もしくは「毎月月末｣です。

お手持ちの賃貸借契約書等をご確認ください。

火災発生時には落ち着いて行動

俤ｕ 涸jl 鋭 昨ぽF!･|ぱ到 匝lilj

もしもに備えて避漣経路を確保
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掃除･洗濯･収納･炊事など､暮らしの中の小さな″困った″を解決する

ヒントをご紹介｡これで今日から家事の達人?

・　Ｗ
１お 悩 み

古い乾電池と新しい乾電池が

混ざっちやつた…

＝　回 答

混ぜたらキヶン!

簡単に見分ける方法があります

乾電池は一度開封すると､新しいものか古いものか見分けがつかなくなり

ますね｡そんな時はマイナス面を下にして､４～５ｃｍの高さ から垂直に落

としてみてください､ なんと新品のものは立ち､古いものは倒 れます｡使用

済みのアルカリ電池は､化学反応によリマイナス面が膨張するためです｡乾

霞池は古いものと新しいものを混ぜて便うと､正しい電圧にならないぼかり

か､ 液漏れや破裂を起こしたり､最悪の場合は発火の危 険も｡できるだけ同

時期に買つた同一メーカー製のものを 使うのがベターです｡また､アルカリ

とマンガンなど違う種類のものを組み合わせると､消耗が速くなるのでやめ

ましょう。
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S　 厄 介 な 所 は プ ロ の お 掃 除 力 に お 任 せ

●　　
客罹が来る胴lこ萌もり種もった汚れを伺とかし　　　　　　　　　　

孟

會　　
たい,そもそもお掃除が苦手･･･｡そんなお悩みを！　　
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なばなの里 イルミネーション　開催中～2017 年5月7日(日)

ゝ

し

;t;･;ぞj1･ミ1､－ン ーrンランキンウ'３!|･遭14.･illf.lf:こも 迦ぱll た.:･1;嘔丿人

斌りl＆) 恥n tn l;|lj 吠1 哩 おll･ る なり こＭ んた4《|･f £ ミ,･i､－ ツ

･ヨンや.2{x}m! 二ljたり･･j儡なli ぴらを!Q したあかIJり アー チか 恥く ｔjJ ト

ン･lヽ ４.:III･5 で41 が|‥i－ マを 食えた ぞ.ｃ ミ９.－ シ:lンljり!::ﾖさ11 る.

a! ｘx財i,･j インヱIJ‘･'も必11 ･ﾐ り ４ミネーツｌン)･ワード21113 ヽ15rl･

●|ψli: な ぱ な の'|' ● 久 通: 近 践?1111 り 線 辺μ.IJ･5 駅,より1111

姐 パ ス勾10 分 ●･:･･laせ: な!.EなXJ111 ｓ1151M･･ll･ ０7８7

リニア･鉄道館 鉄道のおもしろさ､新発見!　開催中～12 月5日(月)

ご･･i吸で毫しみながら践i邨こ祠しめる秋g15!l･ヨイベント.・12Qlj

新幹總鯉転1.1や･119による･lil゙ ii 丹のllな.ｍ･Q;ぷ,りl ないli 

●111

幹 綻ii･ai の 公川. り 外 広司 でｊ}ミＪ.卜し ずン 飛･ld.Rjlj ジ オう７

運転 な ど,･gEしい ａ Ｑ や 体 恥 か 盛りだくさん 今秋 阿 めでJこ極 する

新叶 線,試験･･lj･|‘ａ【M】x)なとに1!|寸るｎ りlj!d･l;もＱ 迪 せませ ん

● 』14,fi:りに ７･ 叙ｉ ・ ● ｉ 洒;.IRF,1 ゛I･り 裂よりあ おな み 線 一全域

.idl 裂 よ川ll μ約2 勺 ●|;:|,'iせ; 魯115xj ８9111 ａl

第61 回 香嵐渓もみじまつﾘ　11 月1日(火)～30 日(水)
ｉ 淘丿也 心11ni の;|｡｜ の?1141･1111 ｔ Ｒｊｌ;x まりととも!JI･Ｍ.gx 買〕本

もの イr】ハ カエ デや ヤ マモ ミジが 僥1や か に 色 づ き､!a9) よ うなyj し さ

に もXj じl‘JI.XIIII;j中 はll;Q か ら21 鴎 ぶてう ｆトア ッソを 友 施 Ｍ

Ｉ 色!二哨よるsj ｓll 』３､QI;|! と:j 違う幻 想的 な･劣1輔|気にａ Ｊ れＪ す

●jt;111:61111 ● 女 通: ｘ 践l｡'1･り 私綿 虫 川 崎 駅･3111 線･ 浄

･j(E●1･ﾐi･･I線･lalllll， 駅か ら パ スで･6Qii 卜･|¶●j,lli'μ!:1j 助

観 左 脇 会 魯０５６５ ６x1272

~-= 一 一-------ﾐｰ-- 一 一 一 一= ミ 一 一 一 一 一 一

ぐ;こ;Jaｕ市ｔご ふ 函'７ こ"

｜
１

１

１
－
Ｕ
－
‐

ｊ
－
‐
－
.
1
1
1

ｑ
－

｜

｜

｜

｜

－

ｄ

。｜

｜

に わた･, てjl!司さ11 よｰ,r lil;111Ea.を'!1!わ す,塵で もj2M･I; 随 μ川 と

|皿 かあり.jj皿r 哨g11 ぷ-iン･j･り' ガイドとし'ごi,Qi 寸乙機 会も

●lgli:jdllll 国 際 会,;ijg J､ ぶ 禰冷 ● 女 通:jR 哨 双 ･11;l 状

から岐I;1･Q jijlljlllsl ・ 余ajgJtll. ﾄﾞII唄I μ･･J2 分 ●1:I･la

せ:s1';ljllよ ちな か 博IJ･.i:611;;･lj 即,;･ ｓ}5s･265, 31J Ｍ

るべi: 心

IF.lrり!lirl

ら 以1

和 紙 クリ ス マ ス ツ リ ー2016 12 月1 日{ 木3 ～25 日( 日)

うだ‘ｊ力あかるll￥ みに. 剋a 和紙でできた高さ4nl の 純IIIの クリスマス

ツリーがａ川! ，|バ ンセータう゛nil花やリボンで飾られた･ソリー;ぶ,1.14繊

glでμ,ホSII' されているrこめlhJjil･c むｘしめま･･s･.17・211134こ117 ず

|･７･ｙ７ さ･11.pQI.いt.|かい･Jそ.･J々りχマχ2,一卜を 剛|･,．

● 場所

レ

Ｖ
へ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

‐
－

馬

剛

｜

・

Ｉ

Ｉ

ｊ

/71
回 路祀卜寥ｔ 弁Ｑ探し
下の２枚の絵の中に､違っているところが５つあります､さてどこでしょう?

｢図書カード(1,000 円相当)｣ が10名様に当たります!

【 応 舅 方 法 】

※ 正留 者の中 から抽ｌ で10 名様に､( 図 番カード汎000 円 相当)､1を差し上けます、

当選老の発表 は､ 発送をもってかえさせてい ただきます

ハカキに答え(アルファペット)･郵便番号･住所･氏名･年齢･本紙こたちへのご意見･ご感 想を

ご記入のうえ､下段の応募先「まちかい探し｣係までお 送りください｡
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1 日 本で 洋 画､ どこまで 洋 画?

一高墟由一から琲代画水まで-
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|応ａ 方 法 】

ハカ キまたlj封●に 郵便 屋号･住所･ 氏名く匿名 希望 の 方はペン ネームもIS 儡きくださいJ･年 弟をこ 記入 のうえ、

下記ｇ 壽先ｉ でお.送りください 消費 税珊税荊の官 製ハカ･キご曖同の 観合は､ｉ 加で2円 切手をお貼リください

ｉ 作品は返 却できＳせんの でこ７ 承ください､ 種致ご応 勇い た だい た場 台でも､ 景品 は・ ひと つとなります．

氏名なと･のｌ き漏れがあ ると採 用しかねますのでご注璽ｔ. 当週者の 発表は 発送をもってかえさせていただきl す
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１　　　　　

１　　　　　　 ！　　　　　　　　ふたんは気に回めなくても.雲 路 蛸

難 ぎ

眠れない時に羊を数えるのはなぜ!?

この 言い 伝えはイギリスか発祥 だそう､眠 れない 人

か『51eep 51e印{ 眠 れ眠 れ}｣とつぶ やくうちに､｢sheep

5heep( 羊羊)j へと変化したという話 です､でもこれは

英語興 のことでおワて､日本 語の「畷 れjと「羊｣の 発嗇

は全く違い ますよ ね｡とは いえ牧 場のようなのとかな

２ 岡 を恕像しな がら モノを 数えるという単 純行為が、

脳 をリラ･ｙクスさせて眠りを蔦うという説 虹 どうやら

数えるのはｌ でも牛でもよさそうです。

過去に自治会長を務め た方から｢トップペ ージに我が団 地の自治会の紹 介があり姐しい魚持

ちで 続み まし た｣とのお 便リかＪＦｇ 治会 展にい かに活 動をPR するかが 課題とのこと こだち

へ の掲 載が少しでもお 役に立 でれぽとの 思いで､ 今後も 誌面づくりに励んでい きま貳
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